


第 2回 小さな展覧会開催にあたって

埋蔵文化財の発掘調査は,全国的に増加 していますが,当財団法人京

都府埋蔵文化財調査研究センターにおきましても,昨年度,京都府内各

地で35件の調査を行いました。

これらの調査結果は,現地説明会,研修会等で,そ のつど報告 し,ま

た,『京都府埋蔵文化財情報』, F京都府遺跡調査概報』等の刊行物を通

じまして,広 く紹介 してまいりました。

「小さな展覧会」も,昨年,わずかながら出土遺物を展示 して,皆様

から御好評をいただきました。

今年もささやかではありますが,出土遺物を羅示いたしますの_で, こ

の機会に多 くの方々に各時代にわたる種々の出土品を御高覧いただき,

私どもの仕事の一端でも御理解 していただければ幸甚です。

昭 和 58年 8月

財団法人 京都府埋蔵文化財調査研究センター

理 事 長 福 山 敏 男
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1。 本パンフレットは「第 2回 小さな展

覧会―昭和57年度発掘調査 の成果 か ら

一」のために作成 したものである。

2.展示対象遺跡は,当 センターが1982年

4月 から1983年 3月 までに発掘調査を実

施 したものであり,パ ンフレットの遺跡

配列は,年代順とした。

3。 遺物写真は,必 しもスケールを統一し

ていない。

4。 展示遺物は当センターが保管 している

ので,今後とも活用していただきたい。



案   (古 殿遺跡 )

人物埴輪頭部 (今里舞塚古墳 )



昭和 57年 度 の発掘 調査概 要

昭和57年度の発掘調査は,道路建設に伴う事前調査が大多数を占めました。建設省関係

では太田遺跡・北金岐遺跡・亀岡条里制遺構などが調査の対象になりました。日本道路公

団の関係では,大内城古墓 0後正寺古墓 0小屋ケ谷古墳・洞楽寺古墳 0山 田館跡・城ノ尾

城館跡,ケ シケ谷遺跡が近畿自動車道舞鶴線建設に先立って調査されました。老ノ坂 9号

バイパスの予定路線内では,医王谷古墳 。医王谷焼窯跡のほか,篠窯跡群に属する3か所

の窯跡 (西長尾奥第一窯跡 0黒岩窯状遺構 0石原畑窯跡群)の調査が実施されました。そ

の他,府道外環状線や市道石見・淀線の改良工事に伴って ,・ 長岡京右京110次・同105次 の

調査が行われて,貴重な成果を得ました。

このほかの調査では,府立学校の増改築・新築工事の関係のものが多 く,古殿遺跡 0下

畑遺跡・亀山城跡・伏見城跡 0狐谷遺跡などが調査されて,弥生時代から江戸時代に至る

数々の種類の遺跡のあり様を明らかにすることができました。

ほかにも調査された遺跡は多いですが,今後も発掘調査によって府下の歴史・文化など

がさらに明らかになっていくと思われます。

第 1回 小 さ な 展 覧 会
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昭和 57年 度 発掘 調査一 覧 表

番号 遺 跡 名 称 種別 所 在 地 調査担当者 調査期間 概   要 出 土 遺 物

古 殿 遺 跡 集落跡中郡峰山町古殿1戸原 和人
1藤原 敏晃

57。  7。  5ハv

11。 30 解説参照 解説参照

下 畑 遺 跡 集落跡与謝郡野田川町
字三河内 竹原 一彦

57。  7.22⌒日′

10。  1 解説参照 解説参照

中 山城 跡 城 跡 舞鶴市字中山 宙原 一彦
8ハv

31
中世墳墓 3基

,

堀切
近世陶磁器,土師
器 銭貸,石日

4
1土

師南遺跡 散布地福知山市土師 1竹原 一彦
1～

顕著な遺構なし土師器,須恵器

大内城古墓

|

1墳

墓 福知山市字大内
伊野 近富
岩松  保
藤原 敏晃

57. 4。  2ハν

7。 28 解説参照 解説参照

後正寺古墓
小屋ケ谷古培

墳 墓
古 増 福知山市字大内岩松  保

57. 6。 26～
12。  8 解説参照 解説参照

洞楽寺
1～ 3号増 古 墳 福知山市字大内

升野 近富
」オ公  保

57。  9。  6～
11。 30

基ｌ
基

室
３

右
菓

式
培

穴
世

横
中 |

須恵器 ,

銀:環
:

土 師器 ,

山 田館 跡 墳 墓
1福

知山市字大内岩松  保
57。 12. 6～

58。  3。 31 解説参照 解説参照

9 尾城館跡

10 ケシケ谷遺跡

館 跡 福知山市字宮 小山 雅人
57.12.22～

58。  3。 2C

集落跡福知山市字大内伊野 近富
58。  3。  1～

3.31
竪穴住居,溝状
遺構

弥生土器,右鏃 ,

中世十師器.亙器

11 青野遺跡第 7次 i57 7
11. 18

ク
10。 2012 青野遺跡第 8次

千代川遺跡13 集落跡 亀岡市千代川町岡崎 研一
5′/.ll.上 7′ ^ヽv

58. 3。 31
穴住居 2,環 土師器,木製品 ,

墨書十器.須点器

14
1北

金岐遺跡 田代
58。  1。 19～

3。 31 溝, ピット 弥生土器

15 太 田 遺 跡 集落跡 田 5.

10。 30 解説参照

|             |_  __

161亀岡条里制跡
1徘

里制亀岡市大井町他
村尾 政人
岡崎 研一
田代   弓/ゝ

57. 5. 6ハ v

12.10
現存条里以外に

|

顕著なものなし
|

17 医王谷古墳 古
亀岡市下矢田町
医王谷 引原 茂治

157Ь 8:・ ダLI解説参照 解説参照

181医王谷焼窯跡
 1窯  跡

亀岡市下矢田町
医王谷 引原 茂治

58。  2.14⌒ v

3。 31

を確認19 際山長尾奥
第 1窯跡 窯 跡 亀岡市篠町

引原 茂治
十橋  誠

10ハv

20 篠黒岩窯状遺構窯 跡 亀岡市篠町  |
引原 茂治
土橋  誠

57 10ハΨ
窯跡 1を検出 詈物はほとん どな

21 際石原畑窯跡群窯 跡 亀岡市篠町 石井 清司15712,1:6～ 解説参照 解説参照

221亀 山城 跡 城 跡
1亀

岡市横町
土橋  誠|
岡崎 研一| 11。  6

近世陶器 ,

瓦,須恵器
青磁 ,

23 深 草 遺 跡 集落跡
京都市伏見区深
草

竹井 治雄
黒坪 一樹

57.10 顕著な遺構検出
されず

24 伏 見 城 跡 城 跡 京都市伏見区 2.28

25 法成寺跡第 3次 寺院跡
1京

都市上京区 小池  寛
57。 ll。  5ハv

12. 9 尋世
の井戸,柵

li

26 法成寺跡第 4次 寺院跡
|

上京区
3。 19 顕著な遺構なし

27 日市寺戸
竹井 治雄

57. 7。 16ハ v

9.17 解説参照

28 向日市森本町前
田

久保田健士157b.,129～

29
ノ ロ

山口  博
58。  1. 解説参照
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太 田 遺 跡
弥生時代 0前期～中期

亀岡市稗田野町太田

調 査 地 全 景

〔遺 跡 の 概 要〕

太田遺跡は,大井川右岸の行者山から南東へゆるやかにのびる標高 100m程 の丘陵の縁

辺上に位置しています。

検出された遺構は,弥生時代前期の土墳や前 0中期の溝が大部分ですが,他に弥生時代

後期の溝 0古墳時代後期の上墳 0平安時代のピット等も検出しました。この中で最も注目

すべきことは,弥生時代前 0中期の土器や石器を出土 した溝や土墳が発見されたことです。

これまで,亀岡盆地では弥生時代前期にまで 遡 りうる遺構群は検出されていなかっただ

けに,太田遺跡の存在は,亀岡盆地における弥生時代全体の様相を把握する上で貴重な発

見といえます。

検出遺構のうち,土墳は約40基あり,形態も円形・楕円形・長方形と様々ですが,骨片

0木製櫛・石器等の出土遺物からみて土墳墓と推定 してよいようです。また,溝は 9条 も

あり,そ の 2条の円弧状を呈する溝の東側には住居区が存在すると考えられますので,大

規模な環濠集落とみられます。
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1。 弥生土器・甕

3。 弥生土器・鉢

2.弥生土器・壺

4。 弥生土器・甕

一  b 一

5。 弥生土器・無頸壺 6。 弥生土器・小型鉢



古 殿 遺 跡
弥生時代・後期～古墳時代・前期

中郡峰山町1185

調 査 地 全 景

〔遺 跡 の 概 要〕

古殿遺跡は,中郡峰山町に所在 し,昭和52年度の発掘調査で,弥生時代後期から鎌倉時

代まで断続的に営まれた集落跡であることが明らかにされました。

今回の調査でも,弥生時代末期から古墳時代にかけての遺構が数多 く検出されました。

その中には竪穴式 住 居 3基や堰 (用 水施設),暗渠式排水施設など,竹野川流域の村や集

落のあり方や移り変わりを知るうえで重要な資料を得ました。

出土遺物は,大部分が弥生時代末から古墳時代まで存続 した大溝から出土 した もので

す。その中で注目すべき遺物としては,注目土器 0土製勾玉・碧玉製管玉未製品等があり

ます。 また, 木製の案 (つ くえ)・ 盤 0ヘ ラ状木製品 (シ ャモジ)と いった木製品も大量

に出土 しており,当時の村の様子を生々しく私たちに伝えて くれます。
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7。 土師器 。小型丸底壺

9。 上師器・注目土器

8.土師器・鼓形器台

10。 土師器・壺

11。 弥生土器・器台

7

12。 弥生土器・蓋



木津川河床遺跡 弥生時代・後期～古墳時代・前期

八幡市八幡字源野・焼木

調 査 地 遠 景

〔遺 跡 の 概 要〕

木津川河床遺跡は,木津川にかかる旧京阪国道の御幸橋付近の河原を中心に広がる遺跡

です。木津川の河原からは,各時代に亘っての遺物が多量に出土することで有名です。

今回の調査地は,木津川の北側に位置し,木津川,宇治川によって扶まれた地域です。

遺構は,近世の杭や畦畔を検出したにとどまりましたが,弥生時代末から古墳時代にかけ

てや中世の遺物がまとまって出土 しました。出土 した遺物は,弥生時代末から古墳時代前

期にかけての土器が多 く,器種は壺・甕・高杯 0器台・鉢 。蓋等です。また,中世の遺物

としましては,中国製の青磁皿が出土 しています。他にも,瓦器椀 0羽釜・摘鉢等があり

ます。

今回の調査では,明確な遺構面は検出し得ませんで したが,木津川河床遺跡が木津川周

辺の水田まで及んでいることを確認 し,遺物の出土状態等から考えて, この遺跡が散布地

ではなく,各時代に亘る集落跡であろうという手がかりをつかむことができました。

―-8 -



13。 土師器 0鉢

15。 弥生土器・甕

14.弥生土器・蓋

16.弥生土器・壺

17.土 師 器・甕

- 9 -

一●
一一■
■
一一

一●
■
一
一
一一一
■

一
一一一
一
一一



青 野 西 遺 跡 弥生時代・後期～古墳時代 0前期,奈良時代

綾部市青野町西吉美前

竪 穴 式 住 居 跡

L遺 跡 の 概 要〕

由良川の左岸に位置する青野遺跡は,弥生時代から古墳時代にかけての遺跡として著名

ですが,今回は三度 (7次 08次 )に わたって発掘調査が実施されました。

第 7次調査では,堅穴式住居 1基 と柱穴群を検出しました。柱穴群については,建物の

大きさを確定できませんで したが,住居跡の方は,出土遺物から7世紀末葉頃と推定され

ます。

第 8次調査では,由良川の旧河道と竪穴式住居 5基を検出しました。中でも由良川の旧

河道を発見 したことは重要といえます。現在,青野遺跡は由良川の左岸に位置しています

が,弥生から平安時代にかけては右岸に存在 したことになり,周辺の遺跡との関係を考え

る上で, これまでとは異なった見方をする必要が生 じてきました。また,竪穴式住居群も

重要な発見で,出土遺物からみて弥生時代から古墳時代への移行期に属するもののあるこ

とが判明し,集落の変遷を考える上で貴重な発見といえます。

-10-



18.磨 製 石 剣

19。 土師器 0小型丸底壺

20。 弥生土器・有孔鉢
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21。 土師器・甕 22。 土師器 0高杯



今 里舞 塚古 墳
(長岡京跡右京第105次調査)

占墳時代・後期

長岡京市今里舞塚

前 方 部 周 濠

〔遺 跡 の 概 要〕

この古墳は,長岡京跡右京第105次 調査で見つかったものです。この古墳は以前から,京

都府教育委員会の行った立会調査や地名等からその存在が考えられていました。

今回の調査で,後円部と前方部の周濠を検出し, この古墳が帆立貝式の古墳であること

がわかりました。周濠の幅は,約 5～ 7mを計り,深 さは約0.7～ 1。 lmあ ります。周濠内

からは,多量の円筒埴輪片とともに乙訓地域では初例の人物埴輪の頭部が出土 し,こ の古

墳に埴輪が並べてあったことが判ります。規模は,全長50m近 くと推定されます。

この古墳は,規模や形,出土遺物等から,古墳時代後期の乙訓地方の豪族の墓と考えら

れますが,早 くから削り取 られたため地上から姿を消 し,墓があることなど忘れ去 られ,

地名に「舞塚」と残すのみでした。今回の発掘調査で,初 めて古墳の存在を確認すること

ができました。発掘調査の必要性というものが痛感させ られる一例といえるで しょう。

一- 12-



人物埴輸出土状況後 円部周濠
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一
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舞 塚 古 墳 平 面 図
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医 王 谷 古 墳
古墳時代・後期

亀岡市下矢田町医王谷25-1

古 墳 全 景

〔遺 跡 の 概 要〕

医王谷古墳は,亀岡市街地から西南約 1。 5kmの ,竜ケ尾山と西山の谷部に位置します。

この古墳は,竜ケ尾山北東麓の西から東へのびる小さい尾根の端にあって,尾根を断ち切

ってつ くっている様子が窺えます。

この古墳の内部主体は,南東側に羨道部が開口する両袖式の横穴式石室で口丹波地方の

古墳では古い方に属 します。石室の奥壁側・東壁側では時期を異にする棺台状の施設が認

められました。このことは,は じめの埋葬が行われて,年月を経てから,別の者の埋葬が

あったことを意味しています。

この古墳の石室内からは,須恵恭・鉄器 0装身具等の遺物が出土 しており,時期は 6世

紀中葉頃のものと,それよりやや新 しくなるものの二形式存在 しています。このことも埋

葬が二回あったことを示 しています。

このほか,羨道の前方には,墓前祭祀の供献用とみられる遺物が残存 していました。こ

れも,当時の葬礼のあり方を考える上で貴重な資料といえます。
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23.鉄  器

26.須恵器・高杯

24。 石 製紡 錘車

25。 須恵器 。杯身

27.須恵器・短頸壺,同蓋

一- 15 -

28.須恵器 0台付有蓋壺



小屋ケ谷古墳
古墳時代・後期

福知山市字大内小字後正寺

横 穴 式 石 室

〔遺 跡 の 概 要〕

小屋ケ谷古墳は,大内城跡の南丘陵尾根の先端部に位置しています。

この古墳は平安～江戸時代の古墓群を調査 していたときに,そ の下層遺構として発見さ

れたものです。内部主体は,横穴式石室で したが,天丼石と側壁の上側の石材は,すでに

抜き取られていて,一番底の部分 (基底部)か ら2～ 3段 の側壁を残すにすぎませんでし

た。 しかし石室内の遺物は残り具合がよく,副葬品の出土状況から3～ 4回 の埋葬が行わ

れたことがわかります。また,石室の床面には,棺を置いたとみられる棺台状の石敷の施

設が認められました。石室のプランは,羨道部から玄室部にかけて東側の石材が抜きとら

れていたので,詳 しくは不明ですが,石材をたてたときの掘り方の状況からみて,両袖式

であったと推定されます。

この古墳の築造年代は,出土遺物からみて, 6世紀後半に比定され,そ の後半世紀にわ

たって追葬が行われたと考えられます。
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29。 須恵器・杯身

31。 須恵器・魅

30。 須恵器・杯蓋

32.須恵器・杯身

33。 須恵器・短頸壺

34.須恵器・提瓶

- 17 -
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丼 ノ 内 遺 跡
(長岡京跡右京第107次調査)

古墳時代・後期

長岡京市井ノ内西ノロ

溝・柱 穴

1遺 跡 の 概 要〕

この遺跡は,長岡京市井ノ内の集落の西側に広がる遺跡です。今回の調査は,長岡京跡

の右京第107次 調査として実施 したものですが,中世や古墳時代の遺構を検出しました。

ここでは,中世の溝や柱穴,土墳等とともに,古墳時代の土墳墓を検出することができ

ました。古墳時代の土墳墓は,後世の攪乱のため,かなり破壊を受けていますが,長さ約

1.8～ 2.Om,幅約0.3～0.4mを計ります。墓墳内からは,須恵器の杯身・杯蓋・壺や金環

等が出土 し,杯身 0杯蓋を枕に転用 したと考えられるものもありました。これらの墓は,

地山に直接穴を掘って遺体を埋納 したもので,周 囲に溝を掘ったり土を盛って塚などを築

いたりはしていません。ここに葬 られた人々は,そ うした塚を築いて墓をつ くる人々とは

階層が違 うのでしょう。

しかし,調査地のす ぐ近辺には,

で興味深い資料といえます。

前方後円墳等もあり,乙訓地方の古墳時代を考える上

一- 18-―



土 墳 墓 0遺 物 出土 状 況

36.須恵器・杯蓋

38.須恵器・杯身

37。 須恵器・短頸壺

41.須恵器・短頸壺39。 金 環 4o。 金 環

42.鉄 器・刀 子
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今 里 遺 跡
(長岡京跡右京第105次 調査)

奈良時代

長岡京市今里

〔遺 跡 の 概 要〕

この遺跡は,乙訓寺の所在する今里の集落を中心に広がる弥生時代から中世に至る遺跡

です。今回の調査は,都市計画道路建設工事に伴って長岡京跡第 105次調査として行 った

ものです。調査地は,今里の集落の西に当り,周辺には新興住宅が建て並んできています。

今回の調査では,今里遺跡のものとしては中世の井戸や土墳 0柱穴等とともに,奈良時

代の溝を検出しました。この溝は,東西方向にやや蛇行 しながら流れるもので,溝中から

は,須恵器の杯・蓋・鉢・甕や土師器の杯 0皿・甕,そ して製塩土器等が出土 しました。

また, この溝を埋めた後,長岡京時代の建物跡が建てられています。

今回の調査では,奈良時代のものとしては溝を検出しましたが,昨年度の調査では,建

物跡も多数検出しています。これらのことからこの近辺に奈良時代の集落が広がっていた

ことが判ります。そして, この集落の東側に,奈良時代の瓦を出土する寺が存在すること

は,興味深いことです。

- 20 -
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43.土師器・杯

45.土師器・甕

44。 土師器 0杯

46.土師器 0甕

\rt'ru

|||||||||||
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長 岡 宮 跡 長岡京時代

(宮内第123次 o125次)向 日市寺戸町東野辺,同市森本町前田

長岡宮跡第123次調査 掘立柱建物跡

〔遺 跡 の 概 要〕

当センターが行った長岡宮跡の調査は 2件あります。その内の第123次調査では,長岡京

時代の建物跡を検出しました。この建物跡は,柱の掘り方が1.lm× 0.8mを計る大きなも

ので,全長が東西13.5m,南 北5.4mあ り。柱と柱の間隔は2.7mを計ります。この辺りは,

各種の官衛 (役所)域に当り,そ うしたなかの建物の一つと考えられます。

また, もう一か所の第 125次 調査は,長岡宮の東端に当り,宮の東限を区画すると考え

られる南北溝や長岡京時代の流路跡を検出しました。これらの溝や流路の中からは,多 く

の土器片とともに,『家人四人』等と書かれた木簡や『和銅開弥』, F神 功開宝』等の銅銭 ,

櫛等が出土 しました。また,出上 した土器は,須恵器の杯身 0皿,土師器の椀・皿・杯等

ですが,中 には字や人の顔を墨で書いてある墨書土器もあります。
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長 岡 宮 跡 第 125次 調 査 流 路 跡

48。 櫛 49。 墨 書 人 面 土 器

50。 銭 貨

- 23 -
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長 岡 京 跡
長岡京時代

長岡京市今里西ノロ舞塚

同市井ノ内西ノ回

同市今里三丁目

向日市上植野町西太田
(右京第105次 o107次 0110次,左京第98次 )

長岡宮跡左京第98次調査 調 査 地 全 景

〔遺 跡 の 概 要〕

長岡京域では,右京 0左京あわせ,計 4件 の調査を実施 しました。

まず,右京第105次 調査の結果,長岡京時代の建物跡などを検出しました。建物跡は 2棟

検出し, 1棟 は,南側に庇を持ち,東西 3間 ,南北 3間 と推定される建物で,も う1棟 は,

四面庇を持ち,南北 7間 ,東西 4間 と推定される建物です。建物跡の柱穴からは,土師器

片や平瓦・丸瓦・軒丸瓦等が出土 しました。

右京第107次調査では,中世の遺構が大部分を占め,長岡京時代の遺構は検出されません

でしたが,須恵器や土師器がかなり出土 し,こ の時期の人々が, この一帯に生活 していた

ことは間違いないでしょう。

また,右京第110次 調査では,長岡京の三条条間小路の北側溝を検出し,溝中からは,土

師器の杯・皿・甕や須恵器の杯 0壺・甕,ま た軒平瓦等が出土 しました。

左京第98次調査では,長岡京時代の建物跡を 2棟検出しました。この調査では,須恵器

一-24-一



土師器の他に墨書土器が多数出土 しました。また,柱穴の掘り方から,体部に孔を穿ち,

底部に墨書を施 した須恵器の壺が出土 しました。建物を建築する際に何 らかのおまつりを

したので しょうか。

以上のように,長岡京時代の建物跡や溝等を検出しました。それぞれ長岡京を考える上

で,よ い資料となることでしょう。また, これらの各調査では,長岡京以外の遺構も検出

しました。右京第105次 調査における舞塚古墳や今里遺跡,右京第107次 調査における井ノ

内遺跡などです。この様に長岡京では,長岡京跡だけではなく,各時代の種々様々な人々

の生活の跡が検出されています。なお,長岡京以外の遺構等については,別個に各遺跡と

して取り上げてありますので,そ れぞれの説明を御参照下さい。

52.軒 丸 瓦

53.軒 平 瓦 須恵器・壺 (墨書)出土状況

右京第 105次調査・掘立柱建物検出状況
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篠・石原畑窯跡 奈良～平安時代

亀岡市篠町石原畑

調 査 地 全 景

〔遺 跡 の 概 要〕

篠窯跡群の発掘調査は,昭和52年度の前山 1号窯より開始され, これまで16基 の窯跡の

調査を行いました。

石原畑窯跡群は,昭和57年度の試掘調査により丘陵西側斜面に灰原の一部を確認 したこ

とから発掘調査に至りました。調査の結果, 3基 の半地下式害窯とその関連遺構を検出し

ました。

1号窯は,焚 田部と煙道部の一部が後世の削平を受け,遺存状態は悪かったが,杯・椀

・鉢・瓶子等を大量に出土 しました。

2号窯は, 1号窯の北 5mに隣りあっていて, これまで調査 した窯の中では最も大きい

ものであることがわかりました。

3号窯は, 1・ 2号窯の東,丘陵上部に造 られており,遺物も杯 0皿・蓋等が窯体内に

ころがった状態で出土 し,最 も残りのよいものでした。

時期は, 3号窯が 8世紀後半, lo2号 窯が 9世紀後半のものと推定され,約 100年 間

にわたって操業されたことが明らかになりました。
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54.須恵器・杯蓋

56.須恵器 0杯身

58。 須恵器・皿

60。 須恵器・杯

55。 須恵器・杯蓋

57。 須恵器・杯身

59。 須恵器・皿

61。 須恵器・円面硯

一-27-一

62.須恵器・壺



下 畑 遺 跡 平安時代末～鎌倉時代

与謝郡野田川町字三河内

〔遺 跡 の 概 要〕

下畑遺跡は,野田川の支流である岩屋川が加悦谷へ注ぎ込む右岸の丘陵の端に位置して

います。

今回の調査では,平安時代末期の井戸等を検出することができました。この井戸は,一

辺約 1.2mの方形を呈する木枠組みの井戸です。井戸の中からは,黒色土器椀の他,漆器

椀や下駄・ しゃもじ状木製品 0は じ・曲物底といったものが出土 しました。これらの遺物

は,出土状況や内容から考えて,何 らかの祭祀に使用されたものと考えられます。またこ

の井戸は,底が涌水層まで達 しておられず,天水や南方の湿潤地からの集水を利用 したも

のと考えられます。

この井戸以外の遺構としては,井戸よりやや時代の降る杭列を検出したのみですが,今

回の調査で,平安時代末期から鎌倉時代にかけて, ここに人々が生活 していた跡を確認 し

たことは,大 きな成果です。

- 28 -
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63.黒色土器・椀

65。 漆 器・椀

64。 黒色土器・小型壺

66。 黒色土器・小皿

67.漆 器・小 皿

68.下  駄

一-29-一

69。 しゃもじ状木製品



後 正 寺 古 墓
平安時代末葉

福知山市字大内小字後正寺

古 墓

〔遺 跡 の 概 要〕

後正寺古墓は,大内城跡の南側丘陵尾根の先端部に位置しています。

調査の結果, 3基 の塚 (塚 1～ 3)・ 近世土堀基 (?)10中世集石遺構 3以上・埋納土

器などが検出されました。塚は表面に20～ 30cmの大きさの自然石が葺かれていて,調査前

から古墓ではないかと推定されていたものです。塚 1～ 3で は,明確な埋葬施設は確認で

きませんで したが,盛土の中から『寛永通宝』が出土 したことから,江戸時代の頃の築造

と考えられます。

塚 2の下層では内部に炭 0焼土を含む土墳と,それより南東約1.5mの 地点で,瓦器椀・

黒色土器が埋納された状態で出土 しました。これらの土器は,いずれも平安時代終わり頃

のもので, この土墳が墓とすると,そ の頃に造 られたことを示 していると考えられます。
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70。 瓦 器・椀 71.黒色土器・椀

ヽ

72.須恵器・片口鉢

後 正 寺 古 墓 平 面 図
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山 田 館 跡
鎌倉時代

福知山市字大内小字山田

古  墓

〔遺 跡 の 概 要〕

山田館跡は,大内城跡の南約 lkmの丘陵上にあって,標高90m前後の地点に位置しま

す。

当遺跡の所在する付近に「医王寺」という小字名が残っており,古 く寺があったと推定

されます。丘陵上はゆるやかな斜面で開けていて,土塁状の盛り上がりがあったため,当

初,城館跡と推定 して調査に入りました。

調査の結果,調査地の中央の土塁状の盛り上がりを中心として,中世墓群を発見 しまし

た。墓の形態は火葬墓で,なかには中世陶器,土師器鍋,瀬戸灰釉瓶子を蔵骨器として用

いているものもありました。これらは日常雑器を中心としたものであって,大内城の墓が

大型の特注品と考えられるものを使用 していたのと対照的です。この差は,大内城中世墳

墓群の被葬者と比較 した場合,やや下の階層の人々であることを示 しているといえます。

この墳墓群の実年代は,鎌倉時代後半から南北朝時代にかけての時期で,大内城の墳墓

群が造営されたのと時期的にほぼ一致 します。
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73.土 師 器 ・ 鍋 74.瀬 戸灰釉 瓶子

遺 物 出 土 状 況
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大 内 城 古 墓 鎌倉時代

福知山市字大内小字平城

調 査 地 全 景

〔遺 跡 の 概 要〕

大内城古墓は,平安時代から室町時代の城館の一つである大内城跡の東北隅に位置する

鎌倉時代後期から南北朝時代にかけての墓跡です。墓地の範囲を墓域といいますが, ここ

では,東西6.5m,南北 3mの広さがあり,こ の区域には丸 くなった礫が約30～40cmの厚さ

で敷かれていました。 しかも,墓域全体を三方向から塞 ぐ形で,幅約 2mの溝が掘 られて

おり,結局,東西14m,南北13mの範囲が当時の生活空間と切り離され,ま さに死者の世

界をつ くっていました。

調査の結果, この墓域の中から合計 5個 の蔵骨器が発見されましたが,そ れぞれ特色の

あるものです。時期は約100年間にも及んでいますので,だ いたい 4世紀に及ぶ埋葬施設と

考えられます。広い墓域をもつことと,立派な蔵骨器であることからみて,被葬者と考え

られる大内城の主は,丹波国六人部 荘 の荘官か, もしくはその系譜に連なるものの可能

性が強いとみてよいように思われます。
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75.陶 器・橘 鉢 76.陶 器 0三耳壺

■

●

78。 陶器・壺,甕腹

一‐35-一

77.陶  器・壺



伏 見 城 跡
安土・桃山時代

京都市伏見区桃山毛利長門町東町

溝

〔遺 跡 の 概 要〕

豊臣秀吉が,自身の隠居所として築いた伏見城は,地震や関ケ原の合戦で破壊 0焼亡 し

ながらも,そ の度に復旧されましたが,将軍徳川家光の時代に廃城 となりました。

今回の調査地は,大名屋敷の一つに推定されている場所で,石組みの溝 0素掘りの大溝

0建物跡 0井戸 0土墳等の遺構を検出しました。特に石組み溝は,素掘りの大溝を埋めた

上に作り直 したものです。さらに石組み溝自身作り直 しがあり,都合 3回 に亘って溝が作

られています。この溝は,あ るいは大名屋敷を区画 した溝かもしれません。また,土墳や

素掘りの大溝には,焼上が投棄されており,そ の上を整地 していました。これは,焼亡 し

た後,作 り直 したことを物語っています。

出土遺物としては,土師皿や瀬戸灰釉皿などの他,金箔瓦がかなり出上 しております。

まさに桃山文化を偲ぶものと言えるで しょう。
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80.土師器 0小皿

79.土師器・燈明皿

81.土師器 。小皿

82。 土師器・小皿

84。 方 形 装 飾 瓦

86.金箔・軒丸瓦

83。 飾 り 瓦

85。 金箔 。軒丸瓦

87.金箔 0軒平瓦
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88。 軒 平 瓦



医王谷焼窯跡 江戸時代～明治時代前半

亀岡市下矢田町医王谷

連 房 式 登 窯 跡

〔遺 跡 の 概 要〕

医王谷焼窯跡は,亀岡市街地南方にそびえる竜ケ尾山北東麓に位置します。

医王谷焼というのは,寛延 2年 (1749)松平信今が丹波篠山から丹波亀山へ転封された

ときに,丹波焼の工人をつれてきて藩窯として開業 したと伝えられています。その後,明

治になって廃窯となりますが,明治12年 (1879)頃 に民窯の「亀岡焼」として再興され,

約 3年間操業 したとのことです。

今回検出した窯体は,削平のためわずかに燃 焼 室が残っていたにすぎませんが,京焼の

窯と似ており,連房式 登 窯と推定することができます。

遺物は,藩窯時代のものと民窯時代の両方あり,藩窯時代のものは,丹波焼系より京焼

系の陶器が多いようです。このことからみて,医王谷焼は,丹波焼系の工人によってはじ

められたものの,そ の後の京焼系工人の指導や影響をうけて, しだいに京焼系のものが焼

かれるようになったと推定されます。
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89。 鉢

91。 片 手 鍋

94.茶  碗

90。 ど び ん

92。 小 皿

93。 小 皿

95。 小 鉢

96.角 小 皿
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97.ち りれんげ



経 筒 埋 納 状 況 経巻・修理前

〔経 巻 の 概 要〕

この経巻は,大道寺経塚の中から出てき

たものですが,埋められてから約 800年の

年月がたっているため,巻物の表紙・紐・

軸などは腐 っていました。

そこで,岡墨光堂に委託 して保存修理を

実施 しました。修理方法は,水等で巻物を

ひらき,樹脂で補強した後に,裏打ちを行 うというものです。その結果,法華経 8巻・阿

弥陀経 1巻 とわかりました。

これまで,出土 した経本などはいたんでいて, このような修理を行 うことは少なかった

のですが, こうすれば文字が読めて,今回のように阿弥陀経まで埋められた事実がわかる

ようになりました。

年代についてはが奥書,失われていてわかりませんが,字体や料紙 (経 の書かれた紙)

から12世紀代のものと推定されます。

大道寺経塚出土の経巻 平安時代末～鎌倉時代

福知山市大字今安小字大道

経巻 法華経 8巻・阿弥陀経 1巻

(保存修理後)
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頂 妙 寺 蔵 版 法 華 経 0巻 第 二

98.出 土法華経・巻第二 (保存修理後)

99。 出 土 阿 弥 陀 経 (保存修理後)
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展 示 品 目 録

遺跡名 出 品 遺 物 占 粕 時 代 遺跡名 出 品 遺 物 占 類 時 代

太田遺跡 弥生土器 無頸壺

″

ク

ク

ク

ク

″

器

堡E

甕

鉢

蓋

小型鉢

蓋

石

無文土器片

1

1

3

1

1

1

1 ク

弥 生

ク

20

1

lo4

3

磨製石剣 弥 生

今里舞塚
古墳

人物埴輪

円筒埴輪

1

|

1古墳後難
|

|  ″

|  

′1

杯蓋

杯身

台付有蓋壺

短頸壺

有蓋高杯

提瓶

横瓶

聰

ク

″

″

ク

ク

″

ク

玉

玉

メ玉

玉

ナ ツ

器

ク

ク

ク

ク

ク

″

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

弥生土器 台付壺

ク  甕

ク  鉢

ク  把手付鉢

ク  蓋

″  器台

土師器  壺

小型丸底
堡E

ク

ク

ク

ク

″

ク

木 器

甕

高杯

鼓形器台

ミニチュ
ア土器

注目土器

案

ク

ク

ク

ク

″

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

7 ケ谷 須恵器 杯蓋

ク  杯身

ク  短頸壺

ク  提瓶

ク 魅

土師器 壺

勾 玉

管 玉

金 環

馬 具

古墳後期

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

30

29032

33

-34

31

35

弥生土器 壺

ク  甕

ク  鉢

″  蓋

土師器  甕

弥生後期

ク

ク

″

百 項 目」期

目

跡
野西遺 1弥生土器

|

1土師器

| ″

|″
| 

‐

有孔鉢

小型丸底
竺E

甕

高杯

1

1

1

1

弥 生 120

古墳前期119

″ 121

ク
122

8 須恵器 杯蓋 e杯身

ク  短頸壷

金 環

鉄 器 (刀子)

古噴後期

ク

ク

ク

・
３

・
４

・
４

‐２

３６

３７

３９

４
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釆 暑 遺跡名 出 品 遺 物 占 嶽ケ 時 代 遺跡名 出 品 遺 物 時 代

今里遺跡 甕

皿

杯

2 奈 良 15・ 46

ク

ク

1 ク

2 ク 43011

簡 1

3

1

1

1

1

2

4

1

47

49

48

51

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

櫛

ク

杯身

皿

皿

貨

椀

銭

50

黒色土器 皿

″  椀

″  椀

″  小皿

2

5

1

1

平安末
～鎌倉

ク

ク

″

63

66
10

14 後正寺古
墓

片 口 鉢

瓦 器 椀

黒色土器 椀

|

|

|

|

|

1 平安末

1 ク

ク1

15
|

|[L

|

|

田館跡 瀬戸灰釉瓶子

土師器 鍋

鎌 倉

ク

16 陶 器 壺

ク  三耳壺

ク  甕腹

ク  橘鉢

ク  壺

鎌 倉

ク

″

″

″

11

110

軒丸瓦 (右京105次)

軒平瓦 (右京110次)

須恵器 壺
(左京98次 )

ク 壺
(右京107次)

墨書土器片
(左京98次 )

土師器椀
(右京107次)

″

ク

ク

ク

ク

17 5

2

1

1

2

5

山 85086

87088

83

84

79080

81082

瓦 ク

ク

″

ク

″

り瓦

皿

鉢 1

1

2

1

1

1

1

1

89

91

皿

鉢

りれんげ

小皿

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

92093

95

97

96

90

94

どびん

碗

2 98099巻

12 蓋

杯

皿

蓋

杯

=E

皿

鉢

重ね焼

円面硯

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

奈 良

″

″

平 安

″

″

″

″

″

″

55■ 0

18

木 器 下駄

″  しゃもじ

漆 器 小皿

″  椀

黒色土器 小壺

ク

ク

ク

″

19 大道寺経
塚

19件 ４
点

99
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